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■ フォーラムの趣旨

　 北九州市は 1950年代、 60年代の経済成長に伴ってもたらされ
た大気汚染や水質汚濁など深刻な公害を克服し、 今日では「 環境

未来都市」 と も呼ばれています。 その礎を築いたのは、 子どもの

健康を心配した母親たちでした。「 青空が欲しい」 と いう スロー

ガンを掲げ、 自発的に大気汚染の状況を調査し、 その結果をもと

に企業や行政に改善を求める積極的な運動を起こし、 それが公害

克服と環境再生の原点と なったと 同時に女性（ 母親） の社会参加

の象徴と もなったのです。 この運動の特質の一つと して、「 反対

運動」 や「 告発」 ではなく 、 母親たち自らの活動により 、 女性た

ち自身の「 意識化」 と 企業や行政の「 意識化」 を促し、 公害克服

や環境改善の方向付けを与えたこと があげられます。

　 今回のフォーラムは《 青空、 水、 く らし─環境と女性と未来に
向けて》 と 題して、 北九州市のみならず、 中国、 韓国などの事例

をもと に、 深刻化する環境問題に直面する女性や母親の意識の変

化や社会参加の試みを考察するものです。

　 今回の第 50回 SGRAフォーラム  in 北九州は、 2016年 9月 29日～ 10月
3日に開催される、 第 3回アジア未来会議のキッ クオフイベント と して開催
しました。

第50回SGRAフォーラム  in 北九州

青空、 水、 くらし
─環境と女性と未来に向けて
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第 50回  SGRAフォーラム  in 北九州 青空、 水、 く ら し  ─ 環境と 女性と 未来に向けて

SGRAと は
SGRAは、 世界各国から渡日し長い留学生活を経て日本の大学
院から博士号を取得した知日派外国人研究者が中心と なって、 個

人や組織がグローバル化にたちむかう ための方針や戦略をたてる

時に役立つよう な研究、問題解決の提言を行い、その成果をフォー

ラム、 レポート 、 ホームページ等の方法で、 広く 社会に発信して

います。 研究テーマごと に、 多分野多国籍の研究者が研究チーム

を編成し、 広汎な知恵と ネッ ト ワークを結集して、 多面的なデー

タから分析・ 考察して研究を行います。 SGRAは、 ある一定の
専門家ではなく 、 広く 社会全般を対象に、 幅広い研究領域を包括

した国際的かつ学際的な活動を狙いと しています。 良き地球市民

の実現に貢献すること が SGRAの基本的な目標です。詳細はホー
ムページ（ www.aisf.or.jp/sgra/） をご覧く ださい。

SGRAかわらばん
SGRA フォーラ ム等のお知ら せと 、 世界各地から の SGRA会
員のエッ セイ を、 毎週木曜日に電子メ ールで配信しています。

SGRAかわらばんは、どなたにも無料でご購読いただけます。 購
読ご希望の方は、 ホームページから自動登録していただけます。  
http://www.aisf.or.jp/sgra/
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第50回SGRAフォーラム  in 北九州

青空、 水、 くらし
─環境と女性と未来に向けて

 日　 時 2015年11月14日（ 土） 午後１ 時～午後５ 時
 会　 場 北九州市立大学北方キャンパス　 C202教室
 主　 催 渥美国際交流財団関口グローバル研究会（ SGRA）
 共　 催 北九州市立大学　

総合司会： 高 偉俊
  （ 北九州市立大学国際環境工学部教授/SGRAメ ンバー）

開会の辞

  今西淳子（ 渥美国際交流財団関口グローバル研究会（ SGRA） 代表）
  近藤倫明（ 北九州市立大学学長）

事例発表 事例発表1．（ 日本）

「 青空がほしい」 運動に学ぶ─現在に問いかけるもの─ 4

  神﨑智子（ アジア女性交流・ 研究フォーラム主席研究員）

事例発表2．（ 中国）
変わるのか、 人々の意識─中国の母親の環境意識の変化と 活動─ 12

  斎藤淳子（ フリ ージャーナリ スト /北京在住）

事例発表３ ．（ 韓国）

絶え間ない歩み─韓国YWCAの環境活動と 女性の社会参加：
環境活動から脱核運動へ─ 22

  李 允淑（ イ ・ ユンスク ）（ 韓国YWCA運動局部長）

オープンフォーラム モデレーター： 田村慶子 32
   （ 北九州市立大学法学部教授・ 大学院社会システム研究科長）

ミ ニ報告： 里山を考える会の活動について

  小林直子（ NPO法人里山を考える会）

プログラム
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「 青空がほしい」 運動に学ぶ
─現在に問いかけるもの─

神﨑智子
アジア女性交流・ 研究フォーラム主席研究員

アジア女性交流・ 研究フォーラムの神﨑と 申します。 アジア女性交流・ 研究
フォーラムは、 北九州市の外郭団体ですが、 ご存じでしょ う か。 アジアフォーラ

ムを知っている方、 手を上げていただけますか。 あり がと う ございます。 若い方

はあまり ご存じではないよう です。

アジアフォーラ ムは、 1990年に設立さ れた北九州市の外郭団体で、 今年25
年目を迎えます。 1988年、 竹下首相のと きに「 ふるさ と 創生事業」 と いう 、 全
国の市町村に 1億円ずつが交付されて行った事業があり ましたが、 アジア女性
フォーラムは、 北九州市の「 ふるさ と 創生事業」 で設立されました。 若い人のた

めに、 覚えるコツが一つあり ます。 皆さん、 タレント のDAIGOさんを知ってい
ますか。「 ふるさ と 創生事業」 を行った竹下首相はDAIGOさ んのおじいちゃん
です。 ですから皆さん、 テレビでDAIGOさんを見たら、 アジア女性交流・ 研究
フォーラムを思い出してく ださい。

何をやっている団体かと いう と 、 アジアの人たちと の交流と 研究を通して、 ア

ジアの女性の地位向上と いう か、 男女共同参画を進めていこ う と いう フォーラ

ム、 広場です。 交流と 研究の二つをやっているこ と には意味があり まして、 研究

は交流のためにやる。 単に研究をやるのではなく て、 交流を見据えた研究をやろ

う 。 交流も、 単に仲良く するだけではなく て、 ちゃんと した研究に裏打ちをされ

た目的をもった交流をやろう と いう こ と です。 こ う いった活動をしている団体で

すので、 ぜひよろしく お願いします。

　 今日お話しするのは、 北九州市の戸畑と いう と ころの婦人会が行った「 青空

がほしい」 運動です。 北九州市と いう のは、 門司、 小倉、 戸畑、 八幡、 若松と い

う 五つの市が合併して 1963年に誕生した都市です。 これは、 1965年当時の地図
です（ 1）。 北九州は日本の 4大工業地帯の一つと して、 明治から昭和にかけて
の日本の近代化と 発展をけん引してきた地域です。

事例発表1

第 50回  SGRAフォーラム  in 北九州 青空、 水、 く ら し  ─ 環境と 女性と 未来に向けて
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「 青空がほしい」 運動に学ぶ―現在に問いかけるもの― 神﨑智子

戸畑区をも う 少し拡大しますと こ う いう 形で、 戸畑区の 3分の 1ぐらいを八幡
製鉄所が占めていました（ 2）。 当時は「 海に築く 製鉄所」 と いう こ と で、 埋め
立て地に最新鋭の製鉄所が建設され、 化学工場が併設されていました。 今からお

話しするのは戸畑の三六地区の婦人会と 、 中原地区の婦人会です。 三六地区のす

ぐ北側に化学工場があり 、 中原地区の北側に発電所があり ました。 この二つの地

区の位置をまず頭に入れていただいて、 お話をしたいと 思います。

まず中原婦人会の活動（ 3） です。 1945年が終戦の年になり ますが、終戦後、
少しずつ婦人会ができていきますが、 中原婦人会は、 1948年に発足しました。
先ほどお話ししたよう に、 この地区の北側に日本発送電の戸畑発電所があったの

ですが、 1950年ごろこの発電所の煙突からの降灰が激し く なり ました。 こ の降
灰問題に対して、 中原婦人会が立ち上がったのです。 日本発送電と いう のは、 九

州電力の前身です。 1950年ごろはちょ う ど戦後復興期で、 北九州工業地帯に電
力を供給するためにその戸畑発電所はどんどんここで発電をしていたのです。

発電のボイラーが 8基あったのですが、 そのう ち二つのボイラーからの降灰が

1

2
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特に激しかったのです。 婦人会の集まり で降灰が問題になり 、 降灰はこの日本発

送電から出ていると は分かっているのだけれども 、 これをきちんと 調査しよう と

いう こ と になり ました。 婦人会の人たちが何をやったかと いう と 、 敷布と ワイ

シャツを工場の近く から遠く まで 4カ所に 3カ月間干して、 それを洗濯して落ち
ると か落ちないと いう のを調査して、 発電所の近く ほど汚れていると いう 証拠を

調査しました。 婦人会はこの結果を持って市議会に働きかけをし、 市議会でも問

題だと 思っていた矢先だったので、 議会と 市が会社と 交渉したのです。 そして会

社が集塵装置を設置したと いう 経緯があるのです。 この 1950年の中原婦人会の
降灰問題への取り 組みが、 戸畑婦人会が公害問題に取り 組んだ最初のケースなの

です。

三六地区の公害問題の経過のあらましの年表です（ 4）。
「 青空がほしい」 運動は、 三六地区婦人会から始まったものなのですが、 中原婦

人会の取り 組みを聞いて、 三六地区でも 、 1950年代半ばごろから、 だんだん公
害問題に対する認識が高まっていく のです。 北九州工業地帯には突然煙が出てき

3

4
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「 青空がほしい」 運動に学ぶ―現在に問いかけるもの― 神﨑智子

たわけではなく て、 悪いこと は悪かったのですが、 それをどの程度認識していく

かと いう こ と で、 公害問題が出てきたこと になるわけです。 婦人会の記録による

と 、 婦人会全体で取り 組も う と いったのは、 1957年に記録が残っています。 ま
だ、 戸畑市の時代です。 1957年、 婦人会の指導者講習会に市長さんを呼んで、
煤煙問題をみんなで討論しました。 そのと きに、 女性たちが行政の立ち遅れを指

摘したのです。 それで市長もこれはいけないと 思って、 工場に集塵装置をつける

よう 働きかけをしたり 、 衛生設備、 緑化計画をする、 公園を整備すると いう こ と

を約束するのです。 また、 中小企業が集塵装置を設置すると きに、 補助しましょ

う と いう こ と にもなり ました。

そして翌年、 戸畑市は煤塵の測定を開始しました。 市内の 7カ所で煤塵測定を
開始したのです。 そう すると 、 その次の年の 1959年、 北九州の 5市全体で煤塵
測定を開始するこ と になり ました。 婦人会の人たちがいろいろと 言ったこ と に

よって、 市が動き出してきたと いう 経緯がまず一つあり ました。

しかしながら、 三六地区と いう のは非常に公害が激しかったのです。 先ほど言

いましたよう に、 すぐ近く に化学工場があり 、 悪臭と 黒煙に悩まされており 、 そ

れに対する反対運動があり ました。 しかし、 事態はなかなか動かなかったのです

が、 1961年に市政懇談会があった折に議論が噴出したのです。 戸畑市では、 問
題と なっている化学工場に陳情に行こ う と いう こ と になり 、 東京の日鉄化学の本

社に、 市長をはじめ、 市民も一緒に陳情に行きました。 このと き、 三六婦人会の

会長も同行しているのです。 婦人会の会長は何を持っていったかと いう と 、 子ど

もが鼻をかんだちり 紙を持って行って、 こんなにひどいと いう こ と を訴えたよう

です。

当時、 日鉄化学も、 これは悪いと 思って、 すぐに取締役会を開いて、 集塵装置

の設置やガス漏れの対応を約束するのです。 実際に集塵装置を付けるのですが、

当時の技術ですから、 なかなかう まく いきませんでした。 そう いった中で、 三六

婦人会が婦人学級で公害について学び始めるのが「 青空がほしい」 運動の始まり

です。「 青空がほしい」 運動の助走のと ころだと 思っていただければいいと 思い

ます。

三六婦人会が 63年、 64年と 続けて、 婦人学級で共同研究をして、 その後、 戸
畑の婦人会の人たちが、 煤煙問題は1地区だけの問題ではない、 戸畑区全体の問
題だと いう こ と で、 65年から 69年まで 5カ年間、 戸畑区婦人会協議会全体が取
り 組む。 これが「 青空がほしい」 運動と 言われているものです。

三六婦人会の取り 組みです（ 5）。
三六婦人会の会員数は470人。 三六婦人会が何をやったかと いう と 、 1963年、

64年の婦人学級で煤塵の調査をしました。 中原婦人会に倣って、 白い布をぶら
下げて汚れの調査をしたほか、 どれだけの降塵量があるかと いう こ と で、 ワイ

シャツの箱を置いて降塵量を調べました。 こ こまでは中原婦人会と 変わらないの

ですが、 九州工業大学に行って煤塵の成分分析をしました。

アンケート 調査も行いました。 も う 一つすごいのは、 三六小学校の児童の欠席

状況を調べたのです。 先ほど煤塵の測定を戸畑から始めたと 言いましたが、 大気
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汚染の、 降塵量や亜硫酸ガスの量の変化と 、 児童の欠席数の関係について、 科学

的な分析調査をしました。

また、 住民の死亡率と 大気汚染も関係があるのではないかと いう こ と で、 この

関係も調べたのです。 戸畑の病院、 保健所をまわって、 どう いう 死亡原因が大気

汚染と 関係しているかと いう グラフを作っていったのです。

農村の小学校も調査し、 いつ子どもたちが欠席するかを調べ、 三六と 比較しま

した。 そして、 婦人会の「 新生活展」 と いう 発表の場で成果発表をしたのです。

その成果発表の 2年目の 64年の発表のブースに掲げたキャッ チフレーズが、「 青
空がほしい」 と いう ものです。 これが非常に良かったと いう こ と で、 次の年から

の婦人会のキャッチフレーズになっていきました。

そのと きに児童の病欠率と 大気汚染の関係を示すグラフも作っています。 実

際に三六婦人会がつく った資料は非常に見えにく いので、『 青空がほしい』 と い

う 、 翌年に作った資料の中から抜いたものがこれです（ 67）。 下が三六小学校
の病欠率です。 上の線が大気汚染度です。 これが全部一致しています。 こ う いう

5

6
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「 青空がほしい」 運動に学ぶ―現在に問いかけるもの― 神﨑智子

こ と をきちんと エビデンスと して出してきたわけです。 ですから、 これを基に、

企業や行政に話ができたと いう こ と です。 大体汚染度が高く なると 、 子どもたち

に症状が出ると いう ふう になっています。

三六婦人会の研究成果は、 大きく マスコミ に報道されたので、 企業も何と かし

ないと いけないと いう こ と になり ました（ 8）。
公害問題は三六だけの問題ではなく 、 戸畑全体の問題だと いう こ と で、 1965
年から、 戸畑区婦人会協議会が全体で取り 組みを始めます（ 9）。 戸畑区婦人会
協議会は三六を含めて、 13の地区の婦人会から構成されています。 三六婦人会
は470人だったのですが、 会員数7,000人の大きな団体の取り 組みになったので
す。

ここでは、 先ほどの三六の調査を基本的に継承するのですが、 三六地区だけで

はなく て、 戸畑区全体の降塵量と か亜硫酸ガスの量の経年変化、 区内全体の小学

78

97
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校の病欠率と 大気汚染を全部調べていく のです。 ですから、 今まで 13あるう ち
の一つの地区だけのものだったのが、 13地区全体のデータが出てく るわけです。
こ う いう こ と をやってきました。

他にもいろいろと 、 調査項目を 5年間でどんどん増やしていって、 それでだん
だん調査が充実してく るのです。 そのう ちのハイライト が、 最初の年に作ったの

ですが、「 青空がほしい」 と いう 映画を作ったのです。 戸畑婦人会では、 公害の

状況を残すために記録写真を撮っていたのですが、 写真グループの人たちが、 8
ミ リ 映像の方がアピール度が強いのではないかと いう こ と で、 映画を作るこ と に

なるのです。

映画と いう のは、 本当に素人の女性たちが、 撮り 方や編集の仕方などを全部

習って、 自宅にある 8ミ リ 映写機を持ってきて撮って、 それを編集したと いう も
のなのです。 それを 30分ものの映画にして上映して、「 こんなにひどいのだ」 と
いう こ と を訴えた。 これが非常にアピールしたのです。 後で 4～5分、 お見せし
たいと 思います。

89

10
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「 青空がほしい」 運動に学ぶ―現在に問いかけるもの― 神﨑智子

そして、 この「 青空がほしい」 運動をきっかけに、 行政や企業が公害克服に向

けて動き出すこと になったのです。

「 青空がほしい」 運動に学ぶこ と です（ 10）。 まず2番目にあげた「 青空がほし
い」 と いう 非常に端的で明確なスローガン。 それからこの「 青空がほしい」 運動

をファシリ テート したのが、 林えいだいと いう 指導者。 林さんは、 今ノ ンフィ ク

ショ ン作家なのですが、 この方は市の教育委員会の社会教育主事で、 婦人学級の

指導をしていたのです。 彼がいたと いう のは非常に大きなこ と だったと 思いま

す。 女性の人たちは、 家族の健康を守るために、 この明確なスローガンの下に一

致団結しました。

そして、 何より も 、 女性たちは、 金銭的補償ではなく 、 公害の除去を求めたの

です（ 11）。

子どもたち、 夫たちの健康だけを返してく れ、 それから青空を返してく れと 求

めた。 これだけが彼女たちの思いだったのです。 そのために、 科学的な証明、 エ

ビデンスを提示したり 、 団体の力を集結させたり と いう 形でしたのですが、 これ

は本当に自分たちの思いを通じさせたかったと いう こ と で、 その思いで、 対立関

係にならずに、 企業も市も同じ方向を向いていったと いう こ と を私は申し上げた

いと 思います。

時間なので、 これで終わり ます。 また後でお話をさせていただきます。 あり が

と う ございました。

11
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変わるのか、人々の意識
─中国の母親の意識の変化と活動─

斎藤淳子
フリ ージャーナリ スト /北京在住

皆さん、 こんにちは。 今日はこ う いう 所で、 若い方もたく さんいらっしゃって

いる中で、 中国のこと について考える機会を頂きまして、 大変う れしく 思ってい

ます。

「 爆買」 だけでない、 変化する中国の人々の
息づかい

私の自己紹介ですが、 北京に在住して来年で 20年になり ます。 留学してから
働いて、 今では子ども 2人を育ててフリ ーライターと して生活しています。 私は
ライターと して、 できれば大手のメ ディ アが伝えない普段着の中国を伝えたいと

思っています。 皆さん中国と 聞いてまず浮かぶものは、 何ですか。 おそらく 、 二

つの漢字、「 爆買」 ではないでしょ う か。 テレビで今朝もやっていましたけれど

も 、 最近、 中国と いえば「 爆買」 ですね。「 爆買」 は本当に新しい、 キャッ チー

な面白い話題ですが、 爆買いしている人たちは、 どう いう 人たちなのか。 彼らは

国の中でどう いう 生活をしているのかと いう こ と を、 皆さんは考えたこと がある

でしょ う か。 中国自身は非常に急速に変化しているので、 そう いう 変化やその中

の人々の息づかいを伝えていければと 思っています。

今日のテーマは「 変わるのか、 中国の人々の環境意識」 ですが、 皆さん、 直観

で答えてく ださい。 中国は変わっていると 思う 方。 あまり 変わっていないと 思う

方。 中国の情報を見てく れ、 毒ぎょ う ざと か、 いつもそう いう 話があるじゃない

か、 あまり 変わっていないと 思う 方。 今日はそこを皆さんと 一緒に考えていき、

中国と 聞いて頭に浮かぶのが「 爆買」 だけでなく なってもらえればと 思っていま

す。

事例発表2
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変わるのか、 人々の意識―中国の母親の意識の変化と 活動― 斎藤淳子

母親と １ ．６ 億人が見た環境ド キュメ ンタリ ー

第1部の「 アンダー・ ザ・ ド ーム」 に見る環境問題と 母親の役割に入り たいと
思います。 これは中国で今年の春に出た大気汚染の告発ド キュメ ント で、 柴静

（ チャイ ・ ジン） さんと いう 女性が作ったビデオです（ 図1）。 そこから見えてく
る環境問題と 母親の役割を考えていきたいと 思います（ 図2）。

こ のド キュメ ンタ リ ーはYouTubeで日本語の字幕付きで見られます。 100分
のビデオでちょ っと 長いと 思う かもしれませんが、 一度見始めたらも う やめられ

ない程非常によく できています。 これはアメ リ カのTEDト ーク 、 スーパープレ
ゼンテーショ ンと 言われているものをかなり 勉強して作ったものと 思われます。

世界的なレベルに達した非常に洗練された一つのド キュメ ンタリ ーになっている

ので、 ぜひ皆さん今日お帰り になったら見てみてく ださい。

会場でこのビデオをご覧になった方、 又は聞いたこと がある方はいらっしゃい

ますか。 結構いらっしゃいますね。「 アンダー・ ザ・ ド ーム」 と 英語名が付いて

いるのですが、 今年の 2月28日、 中国の国会が開かれる直前に放映されました。
放映されたのは、 テレビや新聞ではなく て、 ネッ ト の動画サイト です。 日本で言

図 1

図 2
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う なら YouTubeのよう な所に置かれました。 すると 、 ものすごい勢いで広まり
ました。 放映回数は1億6,600万回以上、 2億回と も報道されています。 と にかく
圧倒的な人がそれをものすごい勢いで見たと いう こ と です。 放映直後は、 私も携

帯に毎日みんなから感想などいろいろなものが回ってきて、 みんなが熱心に見て

いるのがよく 分かり ました。 大多数の人は、 すごく 衝撃を受けて、 彼女の勇気と

善意を賞賛しました。 もちろん、 2億人近く の人が見ていますから、 批判も出ま
した。 けれども 、 大きな流れの中では、 やはり 「 素晴らしい」「 すごい」 と いう

のが大多数を占めました。

発表の翌日には、 環境保護局の局長が謝意を表明しました。「 素晴らしいこ と

をやってく ださってあり がと う 。 非常に尊敬します」 と いう こ と を言ったのです

が、 1週間後には放映が禁止と なってしまいました。

これを作った柴静（ チャイ ・ ジン） さ んと いう 女性は、 39歳の母親です（ 図
3）。 も と も と は、 中国の中央テレビ（ CCTV） の人気キャスターでした。 CCTV
は日本でいう NHKです。 NHKは親方日の丸ですが、 CCTVは親方五星旗の、
非常に影響力のあるテレビ局。 そこで頑張ってきた人です。 彼女はCCTVを辞
めてしまって、 2年前に出産しました。 今ではフリ ーのジャーナリ スト と なって
います。 このと きの製作費は2,000万円かかったらしいのですが、 それも自己負
担でした。 スポンサーをしたいと いう 声が多く 上がったらしいですが、 全部断っ

て自分で制作しています。 彼女は自分の自由度を守り 、 誰からもプレッシャーを

受けたく なかったと のこ と です。 権力やビジネスと 距離を置いた新しい世代のオ

ピニオンリ ーダーです。 こ う いう 人が、 中国にも出てきていると いう こ と です。

彼女は、 大気汚染問題に取り 組み始めたきっかけは、 自分の娘が良性腫瘍を

持って生まれてきたためだと 語っています。 その中で彼女が語っている言葉がこ

れです。「 それまで大気汚染を怖いと 思ったこ と も 、 マスク をしたこ と もなかっ

た。 と ころが、 一つの生命を自分の胸に抱き、 彼女の呼吸、 食べ物、 飲み物全て

に自分が責任を持たなく てはならなく なった時、 初めて汚染が怖いと 思った」。

会場のお若い方にと っては、 子どものこと は早いと 思う のですが、 これは多分

皆さんのご両親もそう いう 思いで育ててく れたのだと 思います。 母親と いう の

図 3
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変わるのか、 人々の意識―中国の母親の意識の変化と 活動― 斎藤淳子

は、 自分の無力の子どもを抱く と 、 こ う いう 気持ちになり ます。 それは、 中国人

と か日本人と かを超越した母親の思いだと 思います。 こ う いう 母親と しての子ど

もに対する責任が、 このド キュメ ント でも一貫して彼女が言っていると ころで、

そこがまさに中国の多く の人々の心をと らえたのだと 思います。

このビデオで扱っているのは三つのこと です。 PM2.5に代表されるスモッグと
は何か、 原因は何か、 それに対してわれわれは何ができるのかと いう 三本立てに

なっています。 その中で、 彼女は中国のエネルギー問題があるのだと 指摘してい

ます。 消費しているエネルギーの規模が大きすぎる。 質も非常に悪い。 処理のレ

ベルも悪い。 排出コント ロールができていないと いう こ と を、 詳しく 実名を上げ

ながら告発しています。

ご存じのよう に、 中国の環境問題は近年非常に深刻な状況です。 しかし、 深刻

だから駄目だと 悲観的になって、 誰かを批判して終わり と いう わけではないので

す。 このビデオの中で非常に重要なのは、 将来どう していけばいいのかと いう 青

写真を示していると こ ろだと 思います（ 図4）。 彼女が使った実例と いう のは、
ロサンゼルスの例と ロンド ンの例です。 ロサンゼルスの場合は、 厳しい排ガス規

制の実施により 、 車がどんどん増えている中で、 排気ガスの量を減らすこと に成

功したと いう 実例です。

ロンド ンも 、昔50年代は、ひどく 石炭に依存した社会だったにもかかわらず、
それからどう やって抜け出していったかと いう こ と をここで紹介しています。 環

境問題を語る際、「 そう はいっても明日食べていかなく てはいけないから 」 と い

う 経済問題と 環境問題の二者択一の議論に単純化されて片づけられてしまう こ と

が多いです。 しかし、 重要なのは、 彼女はこの中で決して問題は二者択一ではな

いと 指摘している点です。 それはWin-Winになり 得るのだと いう こ と を、 こ こ
で示しています。

これを見たと きに私も非常に感じたのですが、 北九州の経験も中国にと っては

参照すべき点が非常に多いと いう こ と です。 事例1で神崎さんが見せてく ださい
ましたけれども 、 まさにそう いった点です。 女性の力の集結と か、 学術界と 市民

図 4
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がどう やって協力したか。 メ ディ アの協力をどう やってう まく 使ったかと か、 そ

う いった点は中国にと っても非常に価値があると 思います。 やはり 汚染克服に成

功した実例そのものが持つ力があると 思います。 私も今回、 中国の環境関係の方

には九州の資料をお配り したのですが、 すごく 喜んでく れて、「 僕たちは今こ う

いう のが必要なのだ」 と 言ってく れました。 まさにそう だと 思います。

も う 一つ気が付いたのは、 中国から見ると 日本の場合は地方議会への市民参加

を通じて、 穏健な改革が促進できた点です（ 当事者にしてみれば決して穏健では

なかった点もあると 思いますが）。 そう いう 既成のシステムを利用し、 内部から

変えていく こ と ができたと いう のは、 非常に良かった点だと 思います。 中国では

この点が非常に難しいからです。

中国の市民運動をしている方は、 中国で今必要なのは、 秩序ある理性的な市民

運動の形成だと 言っていて、 私もそれは非常にう なずきました。

このビデオに関する評価ですが、 先ほど言ったよう に、 大多数の良識ある人た

ちが賞賛しています。

崔永元さん、 彼はも と も と CCTVの人気キャスターですが今はテレビ局を辞
めて、 遺伝子組み換えに関するド キュメ ント を作ったり している方です。 彼も

「 非常に尊敬する」 と 言っています。 一般の市民の陳さんは、「 環境関連の番組で

は最高のものだった」 と いっています。「 人々の考え方を変えた」 と 指摘する人

もいます。

中国の環境NGOで先駆的な仕事をしている馬軍先生は、 チャイ ・ ジンさんの
ド キュメ ント について、「 影響は非常に大きい。 おそら く 彼女自身や政府の予想

を大きく 上回る反響だったのではないだろう か」 と 言っています。「 環境情報の

伝達と しては歴史上最も成功したビデオだろう 」 と 指摘しています。「 彼女がこ

れだけの反響を呼んだ理由の一つは、 彼女は母親と しての強いメ ッセージがあっ

たからだろう 。 もしこれが無かったら、 おそらく こ こまでの反響は起きなかった

のではないか」 と 話してく れました。

と いう こ と で、 中国でも、 母親と してジャーナリ スト と して、 目の前に、 目に

見える形で中国の人をおびやかしている環境問題に取り 組むと いった意識が非常

に高まっています。 そして、 そのこ と によって、 国際的なレベルの、 非常に質

の高いド キュメ ンタリ ーが作られて、 それを 2億人近く の人が見ていると いう の
が、 今日の中国で起きていると いう こ と です。

中国のママに聞きました、 環境って意識して
いますか？

次に第２ 部の「 中国のママに聞きました」 に入り たいと 思います。 こ こ まで

は、 有名な人がやった大きなお話ですので、 も う 少し身近なその辺でお買い物を

している人たちはどう 思っているのだろう かと いう 視点から、 私の周り の 30代
後半、 アラフォーのお母さんたちに聞いたお話をご紹介します。「 環境について

考えていますか」 と いう こ と ですが、 皆さん節約には気を付けています。 節水な

どいろいろなこ と はやっていると いう 答えが来ました。 ある人は、「 環境に優し
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いと いう 理念は良いこと だと 思う し、 またこれは一つの流行でもあるから、 私も

取り 入れている。 例えば車に代わって、 自転車を利用するよ う にしたり 、 マイ

バッグを持っていったり している」 と 言っています。 北京や広州など、 大きな都

市では最近レンタル自転車なども始めています。 無料で借り られて、 駅から駅で

乗り 捨てができる。 それも環境保護の一環でそう いう 取り 組みもやっていて、 そ

う いう 機運は北京にもでてきていると いう こ と です。

日本のごみの例を挙げている人もいました。 中国はやはり 環境保護をやるには

国の法律と か条令がしっかり していないと 駄目だと 指摘しています。 その点、 日

本のごみの分別などは非常に素晴らしいと 語っています。 別に私が何か言ったわ

けではなく て、 彼女はも う そう いう 情報を知っているわけです。 中国の人は日本

の実例と か、 より 環境に良いと いう こ と に、 すごく 関心を持っていて、 そう いう

こ と を知っている人も少なく ないと いう こ と です。

またある人は節水、 節電し、 紙は無駄に使わないよう にしていると か、 化学薬

品の洗剤を少なく していると いう こ と でした。

次は母親たちの環境意識はどのよう に変わったかについてです。 中国の時間の

縦軸つまり 以前と の比較は、 日本から見ていると 非常に分かり にく いですね。 そ

れは多分、 日本における、 20年前の中国情報と 、 今日の情報があまり 変わって
おらず、 いつも同じものが出てく るためかもしれません。 実際の時間の変化を分

かり 易く 捉えるために、 三つの世代間の違いを聞いてみました（ 図5）。
中国の年配の方と いう のは、 ものすごく 倹約される方が多いです。 一方で、 ア

ラフォーのお母さんたちから見ると どう かと いう と 、 60～70歳代の親の世代は
まずお金を倹約すること が出発点になった節約で、 環境保護と いう 意識と は別物

だと 言っています。

節水などの資源の節約はしているし、 貧しい時代をやり 抜いた知恵もある。 し

かし、 環境保護と はまた違う と 、 若いお母さんたちは自分の母親たちを見て言っ

ています。 日本の「 も ったいない」 を英語にすると 、「 Reduce Reuse Recycle 
and Respect」 と いう こ と ができます。 この中で、「 Respect」 と いう のがポイン
ト で、 中国の年配の方々はこれがない。 も し、 ただだったらどう するのと いう

と 、 ただだったらもちろんたく さん使いますと いう と ころがあり ます。 資源、 ひ

図 5
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いては環境を Respectするよう になったのは今の若いお母さんたちが初めてと い
う 意味で、 中国でも変化が見られると いえると 思います。

では、 子どもたちはどう なのか。 このお母さんたちはみんな 5～6歳と か 10歳
前後のお子さんを持っている人がほと んどです。 どう ですかと 聞いたら、「 こ の

前私がバナナの皮をぽいと ごみ箱に入れたら、 息子が怒って『 お母さん、 そこは

生ごみじゃないよ。 バナナの皮は生ごみだから、 ちゃんと 生ごみ用の所に入れ

て』 と 言われちゃってね」 と いう 話をしてく れました。 子どものほう が、 母親以

上に几帳面に環境マナーを身に付けていると いう こ と です。

も う 一人の方は、 まだ娘さんは5歳なのですが、「 子どもたちは情報化時代に
生きているので、 私より もより 多く の環境情報を理解していると 思う 」 と 言って

います。 このお母さんは謙虚な方で「 私より も娘の方がよく 知っている」 と 言っ

ていました。 やはり 中国でも国の政策と して、 環境教育はやっています。 それは

日本と 同じで、「 低炭素生活」 と いう のを提唱していますが、 世代間で大きな違

いが出てきています。 若い世代ほど環境問題に対する関心が高い。 これは別の資

料でも環境教育に熱心な先生の年代を見ると 、 若い世代の先生の方が興味を持っ

ているし、 研修も受けたいと 思っていると いう 結果が出ています。 知っている情

報が違う ために、 行動も違ってく ると いう こ と がここから言えると 思います。

先ほどのチャイ ・ ジンさ んに関して「 見ましたか」 と 若いママに聞いたと こ

ろ、「 もちろん見たわよ」 と いう のが大体周り のお母さんたちの返事で、「 非常に

素晴らしいと 思った」、「 と ても良かったと 思う 。 彼女の努力に感謝している」 と

いう 声が大多数でした。

しかし、 中国メ ディ アでは彼女を感情的だと 批判する声もあり ました。「 あれ

は女性独得の感情論だ」 と いう 男性の声も出てきました。 しかし、 お母さんたち

からは、 こ う した批判を取り 上げて、「 どんな形であれ、 人々にこのスモッ グの

問題に関心を持たせたと いう 意味では、 私は彼女に非常に感謝している」 と いう

声があり ました。やはり 強い共感を生んだと いう こ と には間違いないと思います。

ここでは三世代に見られる大きな違いと いう こ と で、 中国のジェネレーショ ン

ごと に大きく 環境に対する考え方も変わってきていると いう こ と が、 おわかり い

ただけたかと 思います。

どう して中国のママたちの意識は変わったの？

では、 次にどう してこのよう に変わっているか、 変化の背景を見ていきたいと

思います（ 図6）。 今答えてく れたお母さんたちは、 いわゆる中国の都市部にこ
の 10年に登場してきた中産階級のママです。 訪日している大多数の人々も こ う
した大都市の普通の人々です。 新しいライフスタイルを模索する中で、 日本から

も学びたいと いう ニーズが非常に増えています。 例えば、 中国の日本情報専門雑

誌の『 知日』 がすごく 売れていたり 、 この絵本を見たこと のある方はいらっしゃ

いますか。 日本では有名だと 思う のですが、 絵本の『 はじめてのおつかい』 が

中国で非常に売れていたり 、『 窓際のト ッ ト ちゃん』 がベスト セラーになったり
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しています。 ト ッ ト ちゃんは350万部以上も売れています。 中国の教科書の推薦
図書にもなっており 、 中国の教育省が、 日本のこの本がいいよと 薦めていると い

う 状況があるのです。 簡単に言ってしまえば、 中国のお母さんが接しているもの

も 、 どんどん日本の普通のママに接近していると いう こ と が言えると 思います。

も う 一つ、 新しい都市部の住民の環境意識が高まった背景には、 やはり 客観的

に目に見える環境の悪化があり ます（ 図7）。 こ れは絶対に言える一つの事実で
す。 目に見えないものだと 誰も気づかないし、 それに対してまじめに考えませ

んが、 PM2.5と いう のはご覧のと おり く っきり と 目に見えるものです。 真っ白に
なってしまう わけです。 ですから、 悪化しつづける環境に対して、 みんなが深刻

さを認識して、 行動する必要性も認識しています。 やはり 自分自身では何をした

らいいのか分からないけれども 、 だからこそ、 さっきみたいなド キュメ ント が出

てきたり すると 、「 よく やってく れた」「 本当に感謝する」 と いった人がいっぱい

出てく ると いう こ と だと 思います。

都市部の住民は、 やはり 自分の家族の健康を非常に懸念しています。 海外のお

図 7

図 6
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むつや粉ミ ルクの購買ブームなども見られるほどです。 私は実際向こ う で子育て

をしましたが、 そこまでやらなく ても大丈夫ではないかと いう ぐらい、 中国の若

いママはすごく 過敏になっています。 中国のものは信頼できないから、 日本のお

むつを使う と いう 人は少なく あり ません。 日本のおむつがすごく 売れていると い

う 状況からも 、 自分の子どもを守り たいと いう 少し過敏するぎるく らいの思いか

ら、 都市部のママたちが高感度でそう いう 安全情報に関心を持っているのが分か

り ます。

また、 それだけではなく て、 中国自体が今、 ものすごく 速く 変化しています。

環境意識と いう のも 、 いろいろなものの中の一つなのではないでしょ う か。 中国

ではいろいろなグローバル化により 情報自体が変わってきています（ 図8）。 ア
ニメ でも 「 ド ラえもん」 の興業成績は、 日本国内より も中国の方が今年高かった

のです。 あと は「 ちびまる子ちゃん」 や「 ク レヨ ンしんちゃん」 と か、 日本人の

私でさえ知らない新しい漫画を知っている中国の方も多いと 思います。 いろいろ

なものを中国の多く の人がリ アルタイムで見ています。 中国は、 そう いう ものは

規制しているのではないかと 思われるかもしれないですが、 ネッ ト 空間では何で

も見られます。 BBCから NHKスペシャルまでみんな見ています。
これも話題になったアメ リ カの連続ド ラマですが、 中国ではかなり 広い範囲の

人が見ています。 こ う いう 国際的なファ ッ ショ ン雑誌が出ていたり 、 意外や意

外、 そう いう と ころで非常に世界と リ アルタイムでつながっていると ころがある

のです。

新しい教育理念もそう です。 中国の教育をも っと 新しいものにできないか、

「 ト ッ ト ちゃん」 のよう な教育を自分の子どもにさせてあげられないものかと 中

国の多く の親は悩んでいます。 海外留学や、 日本での爆買など中国の人が一流の

世界のサービスを消費するよう になっています。 いろいろなこと が変わっていく

中で、 世界と 本当に同じスピード で、 中国の人たちは情報を消費してものを考え

るよう な時代になってきています。 このこ と と 、 環境意識の変化は深く 関係して

いると 思います。

図 8
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これは先月北京であったアニメ 展示会の様子なのですが、 これも何万平方メ ー

ト ルの大きい会場で、 日本のアニメ のコスプレをするよ う なサブカルチャーの

人々がたく さん参加していました。 日本からは見えにく いのですが、 いろいろな

新しいこと が中国では今起きています。

まと め

最後にまと めです。 環境意識の変化を考えると 、 やはり 一番大きいのは環境が

悪化したと いう 事実がまずあり ます。 それに対してどう にかしないと いけないと

いう 意識が当然のこ と ながら高まってきています。 中国の都市部でのモータ リ

ゼーショ ンで、 車が一気に増えてしまったこ と が、 PM2.5にも大きく 影響してい
ると 思います。 それに対して、 みんなが意識を新たにしていると いう こ と 。 そし

て都市部の新しい人々が新しいライフスタイルを求める中で、 やはり 環境にいい

方がいいと いう 考え方が出てきています。 従来は中国の大多数が世界の工場の労

働者だったのに、 今ではも う それだけではなく て、 都市部では一流企業を経営す

る側になったり 、 自分が消費する側になってきた。 その時に、 自分はどう いう こ

と ができるかと いう 、 新しい物事を考える視点が出てきていると いう こ と です。

そしても う 一つ、 新しいソーシャルメ ディ アの役割は非常に大きいです。 中国

の人々の考え方を大きく 変えています。 情報を全く 新しい形で伝達する技術革新

が起きています。 NGOもモニタ リ ング結果を、 リ アルタイムで皆さんの手元の
携帯電話に行く よう なシステムを作っています。 そう いう 中で、 全く 新しい方向

で新しい情報が新しい形で流れはじめているこ と が、 環境意識の上でも影響を与

えていると いう こ と が言えると 思います。 中国の人々の意識の変化と 彼らの息遣

いが少しでも伝われば幸いです。

あり がと う ございました。
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絶え間ない歩み
─韓国YWCAの環境活動と女性の
社会参加： 環境活動から脱核運動へ─

李　 允淑（ イ ・ ユンスク ）

（ 韓国 YWCA運動局部長）

皆さん、 こんにちは。 こんなに意味がある場にお招きいただき光栄です。

韓国YWCAの 100年近い歴史の中でやってきた運動をご説明します。 2012年
から現在まで一番力を入れている運動は、 脱原発運動です。 韓国では「 脱核運

動」 と 言います。 原発の平和的利用と いう のが矛盾だと いう こ と 、 あく までも核

兵器を作るのと 同じ工程を踏み、 そこから得られるエネルギーと は切り 離すこと

ができない核発電所中心社会から抜け出すための脱核運動です。

韓国ＹＷＣＡ： 農村、 女性運動から環境運動へ
の歴史

今年で韓国YWCAは93周年になり ます。 植民地時代の農村活動、 教育運動、
封建的な時代での、 女性の権利、 人権運動、 統一平和運動、 青少年運動、 そして

80年代から今までやっている環境運動と か消費者運動と 、 さ まざまな運動を今
まで展開してきました。そして 2012年から脱原発運動を中心に活動しています。
韓国YWCAは現在、 52のローカルYWCAがあり 、 およ そ 10万人の会員を
持っています。 簡単に歴史をご紹介します。

植民地時代の 1922年に創立し、 貧しい農村で技術を教えたり 、 教育したり す
る運動からスタート しました。 その後、 女性による女性のための団体と して、 女

性の権利を求める運動、 例えば公娼制度廃止運動や、 早婚制度反対運動。 畜妾

（ ちく し ょ う ） 制度反対運動、 家族制度の改定を求める運動などを展開し、 70年
代からは消費者運動、 ごみ削減運動、 リ サイクル運動（ アナバダ運動） などが運

動の中心と なり ます。

一方で、 90年代からは飢餓に苦しんでいる北朝鮮の子どもたちに、 粉ミ ルク
を送る運動を、 平和統一運動と して、 今も展開しています。

事例発表3
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本格的に環境運動に取り 組み始めたのは70年代からです。 地域レベルで考え
た環境運動や生活運動をしなければ根本的な解決はできないと いう 意味で、 草の

根レベルの地域活性化運動と 一体と なった環境活性化運動でした。 これを「 タン

ポポ運動」（ ミ ンド ゥ レ運動） と 言います。

YWCAの環境運動を三つに分けて説明するこ と ができます。 60年代から韓国
も大気汚染の問題と か、 川の汚染問題が深刻化し、 多く の市民が皮膚病やぜんそ

く などで被害を受けました。 それに対して問題提起を始めたのが、 環境運動の胎

動期です。

盛んになったのが、 80年代から 96年までです。 さ ら に汚染問題が深刻にな
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り 、 リ サイ ク ル運動や節約運動などが始まり まし た。 その時期に大きな問題

になったのが、 大電子企業がフェノ ール汚染水を無断で放出した事件でした。

YWCAはそれに強く 抗議し、その企業の製品の不買運動をやったり もしました。
そして、 この時期から、 も う 少し根本的に環境問題を考えよう と する動きが生

まれ、 環境運動より も幅広いエコロジー運動が始まり ました。

先ほど触れた、 韓国のリ サイクル運動は、「 アナバダ運動」 と いう 別名を持っ

ています。 意味は、「 アッ キョ ッ スゴ」 と いう のは「 大事に使って」。「 ナノ スゴ」

は「 分かち合って」 使う 。「 バッ ク ォッ スゴ」 は「 交換して使おう 」。「 ダシッ ス

ゴ」 は「 も う 一度使おう 」 と いう 意味です。 それから頭文字を一文字ずつ取って

「 アナバダ運動」 と 呼ばれるよ う になり ました。 こ のYWCAが始めた、 ゴミ 削
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減やリ サイクル運動は国の政策と して取り 上げられ、 今までも今も幅広く 展開さ

れています。

環境運動から脱核運動へ

第3期の時期からは、 韓国のYWCAの運動は主に環境運動だと いう ぐらい、
量的にも増え、 細分化されて多様化した時期です。

代表的な 運動は「 EM普及運動」 です。「 EM」 と い う のは「 Effective 

国

壌
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Microorganism」 と いう 意味で、 川や土を浄化する効果がある微生物です。 その
「 EM」 の醗酵液の作り 方や、 使用する方法などを教えたり する運動です。 一時
期、 韓国ではブタの口蹄疫が広まり 、 生き埋めにされたブタの血で土や川が血で

染まるほど、 ひどい状況でした。 そのと きに、 川にEMボールを投げる運動を展
開したのです。 それはかなり 浄化の効果があったので、 今でも EMボールを投げ
る運動は続けられています。

環境運動から本格的な脱原発運動に変わったのは、 2011年の福島原発事故が
大きなきっかけでした。 韓国YWCAのメ ンバーは、 福島原発が爆発する場面を
見た瞬間に、「 今までわれわれがやってきた運動を、 全く 違う 意味で発展させな

ければいけない」 と いう 、 すごい危機感と 使命感を持ちはじめました。「 これか

らは、 全く 違う 世界が展開されるのだ」 と いう こ と を直感し、 新な脱原発、 脱核

運動をしなければいけないと いう 危機感と 使命感を持ち始めたのです。

韓国の原発状況を見ると 、 狭い国にあまり にも多く の原発が稼働しています。

現在25基が稼働しているのです。 大統領は、 2029年までに 36基の原発を稼働さ
せる計画を立てています。 世界一の原発密集国なのです。

恐ろしいのは、 山周辺は、 たく さんの原発がある地域であり 、 半径30㎞内
に 350万人以上の人が住んでいると いう 、 ものすごく 恐ろしい現実です。 これは
世界のどこにもない状況だと 思います。 東アジアは核の地雷畑だと 言われるぐら

いなのです。

中国は、 今から 100基以上増やす計画を立てているのです。 私たちがいく ら頑
張ったと しても 、 これからどう なるのかすごく 心配です。 原発被害に国境はあり

ません。 これからの反原発運動も、 国境を超えて、 東アジアのレベルでやらなけ

ればならない、 本当に切実な問題なのです。

こ う し た韓国の現実の下で、 YWCAは脱核キャンペーンをやっています。
2014年3月11日がちょ う ど火曜日だったので、 そのと きから スタート して毎週
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火曜日に行い、 今84回になっています。
  「 YWCAの脱核火の日campaign」 と いう のですが、 スローガンは「 死の火を
消して生命の火を生かそう 」 と いう ものです。 毎週、 キャンペーンを行っている

のは韓国の消費中心地、 文化中心地であるソウルのミ ョ ンド ンです。

1万人ほどが参加して、「 老朽化した原発は止めよ う 」、「 新しい原発の建設は
やめよう 」 と 、 署名活動をやるのですが、 このキャンペーンをやっていて感じる

のが、 一般の市民は、 意外なほど原発事故がどれほど危険なのかを知らないと い

う こ と です。 また自分が使う 電気が、 どのよう なプロセスで生産され、 私たちが

使う こ と になるかも知らない。 どれぐらいたく さんの人の犠牲の上で作られてい
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るのかも 、 知らないと いう 現実です。

産業側は、「 新しい原発は経済的だ」 と 言う のですが、 実際全く 経済的ではあ

り ません。 廃棄物処理の問題などを考えても、 膨大なコスト がかかるのに、 安い

エネルギーだと 説明されているのが現実です。

こ う した中で、 原発の危険性や非経済性など、 原発の真実について、 市民に粘

り 強く 、 広く 宣伝するこ と が、 キャンペーンの目的なのです。

しかしながら、 危ない、 危ないと 言っても 、 現実にはただちに原発を止めるこ

と はできません。 でも 、 少なく と も設計寿命が終わったにもかかわらず、 延長し

て稼働している原発は閉鎖しましょ う 、 と いう のが私たちの主張です。

また、 ただ止めたり 、 閉鎖したり 、 反対したり するこ と ではなく て、 私たちが

使う エネルギーを再生エネルギーへと 転換し、 また効率的に使い、 更に、 自分が

使う 電気を自分の地域で作ろう 、 と いう エネルギー自立運動などもやっていま

す。

また、 直接的な放射能被害の問題は、 地域の人でないと 敏感ではないのです

が、 放射能による食品の汚染問題には、 女性たちは敏感になり ます。 ですから、

食べ物を放射能汚染から守るモニタリ ング運動なども 、 韓国YWCAの主な活動
です。

ゴリ 1号機の稼働停止運動から得たもの
これまでの運動の中で一番成果を上げたのが、 韓国で最初にできた原発ゴリ 1
号機停止運動です。 この原発ゴリ １ 号機は、 すでに設計寿命を延長して稼動して

いるのに、更に 10年延長しよう と する動きがあり ました。 それは絶対やめましょ
う と いう 10万人の署名を集めるキャンペーンを行い、「 老朽化したゴリ 1号機は
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かならず閉鎖すると 」 公約して当選したにも関わらず、 動こ う と しなかった 山

の市長に手渡して、 圧力をかけました。

その後、 ゴリ 1号機の前で十字架行進をしながら祈り の会を開催しました。 事
故もたく さん起こっている、 危険な地域の、 350万人以上の命がかかっているの
ですから、 切実な気持ちで十字架行進と 祈り の会をしたのです。

その影響なのか、 みんなが頑張った結果ですが、 ゴリ １ 号機の 10年延長案は
廃案になり ました。 脱核運動の歴史の中で、 初めて勝利を勝ち取ったのです。 こ

の運動を通じて、 今までと は違い、 やればできるのだと いう 自信と 確信を得たの

条
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です。 やれば止めるこ と ができると いう ポジティ ブな考え方になったのです。

また放射能汚染から安全な食べ物を守る運動には、 日本からの魚の輸入をめぐ

る問題もあり ます。 また、 放射能モニタリ ングをやって、 学校の給食に安全な食

べ物を供給できるよう な条例を作ろう と いう 運動が実を結び、 ブチョ ンと いう 都

市で、 実際に条例が成立しています。

その他、 女性や青少年向けのブッ クレッ ト 作り など、 いろいろな活動をやり ま

した。

一連の活動で一番大事なのは、 やはり ただ反対ではなく て、 どう したら脱原発

社会が実現するのかと いう 市民の正直な問いかけに答えて行く こ と なのです。

「 脱核はできるのだ、 既に日本と かド イツでそれが今実現されている」 と 説明し

ながら、 だったら私たちも日常生活で、 エネルギーを節約したり 効率化したり 、

再生エネルギーを使ったら良いのだ、 と いう 運動を広げるだけでなく 、 実際に市

民太陽光発電所協同組合を作って、 資金を集めて太陽光施設を作るなどの具体的

な試みを実践しています。

最後に： 経験と 信仰

韓国YWCAは、 簡単に環境運動から脱核運動に変わったわけではないので
す。 女性運動や環境運動から、 女の人たちが持っている力を引出し、 キャンペー

ンのやり 方や市民と 話し合う やり 方を学び、 その経験の上で、 脱核運動を徐々に

広げていった歴史があるのです。 そう した経験の積み重ねがあったからこそ、 以

前は原発がある住民たちの運動、 危ないと 思う 人だけが参加した運動だったもの

が、 福島原発事故以降は全市民レベルで広がったのです。 この広がり に一番大き

い影響を与え、 寄与したのがYWCAだと 評価されているのです。

ＹＷ の脱核ブッ ク レッ ト
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それができたのは、 やはり 歴史的な経験と 、 キリ スト 教の信仰を持っている人

と して、 神様の創造秩序と 核は両立できない、 正反対だと いう 強い意識なので

す。 それが韓国YWCAが脱核運動を推進する原動力なのです。
また韓国YWCAの存在理由、 目的を記した文書の中には、「 正義、 平和、 神
様の創造秩序の保存のために活動すること が私たちの目的だ」 と 書いてあるので

す。 この精神は誰でも同意できるこ と ですので、 宗派を超え、 政治的な立場を超

えて、 一緒に脱核運動を推進する拠り 所と なるのです。

更に、 先ほどの皆さんからの発表にもあったと おり 、 すごく 危険なこ と が起

こったと きや、 起こ り そう だと 思ったと きに、「 大切な命を守らなければいけな

いのだ」 と いう 生命の危険に対する敏感性と いう か、 命が発散する声を感じ取る

感受性などは女性の大きな強みです。 大切な命を守ろう と する本能的な意識、 行

動する意欲と 希望、それが私たち韓国YWCAの強い財産、原動力だと 思います。
韓国YWCAの運動のスローガンは、「 命のかぜ、 世の中を動かす女たち」 と
いう 言葉です。 これからも 、 そのスローガンに合わせて頑張り たいと 思います。

ご清聴、 あり がと う ございました。


